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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
す
が
、
組
織
の
強
化
・拡

大
に
向
け
て
、
共
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！ 

い
ま
私
た
ち
は
、
激
動
の
時
代
を
生
き
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
昨
年
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
は
じ
め
、
地
球
沸
騰
化
と
も
言
わ
れ
た
猛
暑

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
そ
し
て
現
在
の
大
雪
な
ど
、
自
然

災
害
が
続
き
地
球
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
世
界
各
国
で
発
生
し
て
い
る
戦
争
は
終

わ
る
気
配
を
見
せ
ず
、
い
ま
も
多
く
の
罪
の
な
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｉ
に
代
表
さ

れ
る
人
工
知
能
の
進
歩
は
、
遠
く
な
い
未
来
に
機

械
が
人
間
を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
大
き
な
変
化
を
向
か
え
る
世
界
情
勢
の

中
で
、
私
た
ち
が
何
を
考
え
行
動
し
て
い
く
の
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
戦
後
８
０
年
の
節
目
の
年
で
す
が
、
世

界
を
見
れ
ば
「自
国
防
衛
」を
理
由
と
し
て
、
ド
イ

ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
徴
兵
制
が
復
活
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
日
本
も
近
隣
諸
国
か

ら
の
「自
国
防
衛
」と
い
う
意
識
が
つ
く
ら
れ
た
先

に
何
が
あ
る
の
か
、
私
た
ち
は
見
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
方
で
、
私
た
ち
が
働
く
職
場
も
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
社
で
行
っ
て
い
た

企
画
業
務
を
現
場
の
仕
事
を
行
い
な
が
ら
担
い
、

一
担
務
を
極
め
る
働
き
方
か
ら
複
数
担
務
を
担
う

の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
、
プ

ロ
野
球
パ
リ
ー
グ
で
優
勝
し
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
の
小
久
保
監
督
は
「プ
ロ
と
は
目
の
前
の
仕
事

に
対
し
て
情
熱
を
燃
や
し
、
誇
り
と
プ
ラ
イ
ド
を

か
け
て
自
分
の
仕
事
を
や
り
抜
く
と
い
う
こ
と
。

代
え
の
き
か
な
い
人
材
に
な
る
こ
と
。
」と
開
幕
前

に
選
手
や
コ
ー
チ
な
ど
球
団
関
係
者
を
前
に
投
げ

か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
主
力
選

手
が
怪
我
で
離
脱
す
る
中
で
も
、
そ
の
選
手
の
代

わ
り
で
は
な
く
「替
え
の
き
か
な
い
己
」と
し
て
若

手
が
奮
起
し
、
あ
の
ダ
ン
ト
ツ
の
リ
ー
グ
優
勝
に
つ

な
が
っ
た
そ
う
で
す
。
い
ま
私
た
ち
の
働
き
方
を
み

れ
ば
「替
え
の
き
か
な
い
社
員
」と
し
て
「誇
り
と
プ

ラ
イ
ド
」を
も
っ
て
働
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
逆
に

「誰
で
も
替
え
の
き
く
働
き
方
」が
求
め
ら
れ
、
私

た
ち
の
意
識
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
は
効
率
性
か
ら
見
れ
ば
、
企
業
と
し

て
は
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
安
全
性
や

人
間
性
ま
で
も
が
効
率
化
さ
れ
る
よ
う
な
施
策
に

は
、
私
た
ち
は
反
対
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
職
場
で
は
安
全
は
守
ら
れ

ず
、
モ
ノ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、

安
全
を
ト
ッ
プ
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
と
す
る
鉄
道
業

に
あ
っ
て
、
プ
ロ
が
い
な
く
な
る
と
い
う
事
で
本
当

に
良
い
の
か
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
斜

陽
と
い
わ
れ
る
鉄
道
会
社
に
お
い
て
、
多
く
の
施
策

を
一
気
に
進
め
て
い
る
一
部
経
営
陣
は
「自
分
こ
そ

替
え
の
き
か
な
い
存
在
」と
自
負
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ま
職
場
と
の
意
識
は
大
き
く

開
い
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
「高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
シ
テ
ィ
」
の
街
開
き

を
直
前
に
控
え
る
中
で
、
職
場
で
は
ほ
と
ん
ど
盛

り
上
が
っ
て
い
な
い
の
を
見
れ
ば
明
確
で
す
。
多
く

の
施
策
が
進
め
ら
れ
る
変
化
の
中
だ
か
ら
こ
そ
経

営
陣
と
職
場
と
の
意
思
一
致
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
抜
き
に
は
安
全
な
鉄
道
の
確
立
ど
こ
ろ
か
、

福
知
山
線
脱
線
事
故
を
上
回
る
よ
う
な
大
事
故
が

発
生
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
会
社
に
対
し
て
言
う
べ
き
こ
と
は

言
い
、
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
て
、
堂
々
と
た
た
か

い
を
創
り
だ
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
し
て
「２
５
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
」で
、
過
去
最
高
の

働
き
度
に
見
合
う
賃
金
を
堂
々
と
求
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
昨
年
は
、
春
闘
と
同
時
議
論
で
あ
っ
た
期

末
手
当
に
お
い
て
も
「年
間
臨
給
」と
い
う
考
え
方

で
良
い
の
か
、
職
場
か
ら
議
論
を
創
り
出
し
意
識

の
転
換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

宇
都
宮
運
輸
区
（当
時
）で
ミ
ス
を
し
た
乗
務
員

に
対
し
て
、
本
人
が
仕
事
に
出
て
こ
ら
れ
な
く
な

る
ま
で
行
っ
た
懲
罰
的
日
勤
教
育
や
、
大
宮
運
転

区
（当
時
）で
、
こ
れ
ま
で
の
慣
行
が
守
ら
れ
て
い
な

い
た
め
休
日
出
勤
を
し
た
が
、
納
得
が
い
か
な
い
の

で
許
可
を
得
て
帰
宅
し
た
事
象
に
対
す
る
不
当
処

分
と
不
当
転
勤
、
そ
し
て
こ
れ
を
団
体
交
渉
で
労

働
協
約
に
基
づ
い
て
議
論
し
な
い
会
社
の
姿
勢
。
ま

た
、
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
て
も
ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ

で
逃
げ
回
り
、
自
分
の
間
違
い
を
一
切
反
省
し
な

い
姿
勢
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・不
当
労

働
行
為
が
職
場
で
は
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
象
を
絶
対
に
許
さ
ず
、
こ
の
よ
う
な
会
社
姿
勢

に
対
し
て
、
職
場
か
ら
た
た
か
い
抜
い
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
八
王
子
で
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
嘘
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
犯
人
扱
い
さ
れ
て

い
る
仲
間
の
事
象
を
、
全
組
合
員
と
の
対
話
を
貫

徹
し
明
ら
か
に
し
て
共
に
た
た
か
い
抜
き
ま
す
。 

昨
年
１
１
月
２
８
日
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
お
い
て

「Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
労
組
」が
結
成
さ
れ
Ｊ
Ｒ
総
連

に
加
盟
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
総
連

の
指
導
に
従
わ
ず
、
自
ら
の
主
張
を
繰
り
返
し
組

織
に
混
乱
を
発
生
さ
せ
た
Ｊ
Ｒ
東
海
労
が
除
名
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
事
象
の
何
が

問
題
な
の
か
、
そ
の
事
実
を
明
確
に
し
「Ｊ
Ｒ
セ
ン

ト
ラ
ル
労
組
」の
仲
間
と
連
帯
し
て
、
組
織
強
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

『２
５
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
勝
利
』と
『あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
・不
当
労
働
行
為
を
許
さ
な
い
』と
い
う

２
本
の
柱
を
春
の
た
た
か
い
で
全
組
合
員
と
貫
徹

し
、
大
宮
地
本
は
今
年
も
「だ
ま
さ
れ
ず
・あ
き
ら

め
ず
・仲
間
と
共
に
」Ｊ
Ｒ
東
労
組
１
万
人
組
織
と

大
宮
地
本
１
千
人
組
織
の
実
現
を
目
指
し
て
、
組

織
強
化
・拡
大
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
す
。
一
つ
ひ
と

つ
の
取
り
組
み
を
、
職
場
か
ら
「や
り
き
る
」こ
と
に

こ
だ
わ
り
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

発行人 川澄 新一  編集人 小宮 裕幸 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

川
澄
執
行
委
員
長 
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大
宮
地
本
□
□
□
月
□
□

日
全
支
部
全
分
会
代
表
者
会

□
開
催
□
□
秋
□
□
□
□
□
□

総
括
□
□
□
□
□
春
□
□
□

□
□
□
課
題
□
意
志
一
致
□

□
□
総
括
□
□
過
半
数
代
表

者
選
挙
□
□
□
□
□
□
組
織
拡

大
□
向
□
□
実
践
□
創
意
工

夫
□
□
全
組
合
員
参
加
型
□

分
会
大
会
□
開
催
□
□
□
□□

□
□
□
□
通
□
□
仲
間
意
識

□
強
固
□
□
□
□
□
成
果
□

確
認
□
□
□
□
□
□
一
部
管
理

者
等
□
□
□
不
当
労
働
行
為

□
□
□
□
□
□
□
□
不
当
処

分
□不
当
転
勤
□
抗
□
□
□
□

□
□
□
□
大
地
申
第
□
□
号

□大
宮
運
転
区
□
発
生
□
□
不

当
処
分
□不
当
転
勤
撤
回
□
緊

急
申
入
□
□□
□
回
□
交
渉
□

□
□
月
□
□
□
□
開
催
□
□

□
□
対
立
□
確
認
□
終
了
□

□
□
□
□
交
渉
□
□
関
係
□
□

管
理
者
□
証
言
□
□
□
採
用

□
□
会
社
回
答
□
繰
□
返
□

等
□
会
社
□
不
誠
実
□
姿
勢

□
露
呈
□
□
□
□
□
大
地
申

第
□
□
号
□小
金
井
運
転
区
□

発
生
□
□
不
当
労
働
行
為
□□ 

大
地
申
第
□
□
号
□
□
□
□
□

運
転
区
□
発
生
□
□
不
当
労

働
行
為
□
□
団
体
交
渉
□
□
労

使
議
論
□
経
過
□
確
認
□
□

□
□
組
合
員
□
□
脱
退
慫
慂
□

□
□
□
会
社
□
認
□
□
□
□
意

図
□
□
□
□
□
□
□
□
交
渉
□

中
断
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

不
誠
実
□
回
答
□
許
□
□
□
今

後
□
□
□
□
□
□
継
続
□
□
□ 

 
□
□
間
□
団
体
交
渉
□
□
日

程
□
決
□
□
□
□
度
々
中
断
□

□
事
態
等
□
見
□
□
□
□
□
□

□
年
□
月
□
会
社
□
示
□
□

□今
後
□
労
使
関
係
□
基
礎
的

条
件
□第
□
項
□
□労
使
間
□
諸

問
題
□
速
□
□
□
団
体
交
渉

□
□
□
□
話
□
合
□
□
□
□
解

決
□
□
□
□
□□
□
逸
脱
□
□

□
□
□
言
□
□
□
□
得
□
□
□ 

 

大
宮
地
本
□
□
□
月
□
□

日
□
□□
□
□
□
労
災
不
支
給
□

許
□
□
□
原
瀬
□
□
□
職
場
復

帰
□
□
□
□
□
□
□
□
□
抜
□

総
決
起
集
会
□
□
開
催
□
□
□

□
名
□
超
□
□
仲
間
□
結
集

□
□
□
□
□
□
□
労
災
申
請
□

対
□
□
不
支
給
決
定
□
行
□

□
労
基
署
□
対
□
開
示
請
求

□
□
□
□
開
示
資
料
□
□
□
□

□
□
黒
塗
□
□
□
□
□
□
□
再

教
育
□
□
□
□
精
神
的
□
負

荷
□
□
中
□
判
定
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
無
□
□
□
□
□
□
言

□
□
□
状
況
□
示
□
□
□
□
□ 

指
針
□
□
□
職
場
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 
職

場
□
行
□
□
□
①
優
越
的
□

関
係
□
背
景
□
□
□
言
動
②

業
務
上
必
要
□
□
相
当
□
範

囲
□
超
□
□
□
□
③
労
働
者

□
就
業
環
境
□
害
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

年
□
月
□
日
□
□
職
場
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
防
止
策
□

強
化
□
□
□
防
止
措
置
□
□
□ 

不
利
益
取
扱
□
□
禁
止
□
事

業
主
□
義
務
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
八
王
子
地
本
□
発

生
□
□
管
理
者
□
□
□
□
□
□

□
□暴
力
□
会
社
□
□
□
隠

蔽
□
不
当
処
分
□不
当
転
勤
□

大
宮
□
発
生
□
□
事
象
□
同

様
□
構
図
□
□
□
□
絶
対
□
許

□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

連
合
□
□
□
月
□
□
日
□

中
央
委
員
会
□
□
□
春
闘
□

□
□
□
賃
上
□
目
標
□
決
定

□
□
□
□
□
□
定
期
昇
給
□
合

□
□
□
賃
上
□
率
□
全
体
□

□
％
以
上
□
□
□
□
□
□
□
□

春
闘
□
平
均
賃
上
□
率
□
□
□

□
％
□
□
□
年
□
□
□
水
準

□
□
□
大
企
業
□
中
小
□
賃
上

□
率
□
差
□
拡
大
□
□
□
□
□ 

 

□
□
東
労
組
大
宮
地
本
□
□

□
□
□
□
春
□
□
□
□
□
□
職

場
□
□
組
合
員
□
共
□
実
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（３）２０２５年１月１日          ＪＲ東労組大宮地本               第２８８号 

１２月２１日、大宮地本は「パワハラ労災不支給を許さず、原瀬さんの職場復帰までとも

にたたかい抜く総決起集会」を開催し、８０名を超える仲間が結集しました。 

オープニングではこの間の宇都宮運輸区分会と原瀬さんのたたかいが上映され、会社の理不

尽な対応に悔し涙を流す仲間もいました。また、パワハラ労災申請に対する労基署の不支給決定

に対し、開示資料のほとんどが黒塗りされている事に改めて怒りと悔しさを覚えました。 

集会には全地本の仲間が結集し、各地で同様の事態が発生している事が共有されまし

た。また、たたかいを支えて頂いている弁護士から報告を頂き「この会社が客観的に見ても異常な体質である」との見解も示され、参加者

からは会社への強い怒りや、たたかう決意が語られました。最後に各地本の仲間から届いた檄布・檄紙を宇都宮運輸区分会に手渡し、異

常な経営姿勢を許さず原瀬さんを支え、共にたたかうことを全員で意思統一しました。また今回は、会社からの暴力行為と不当処分に抗

し、起ち上がった八王子の仲間にも参加して頂き、職場で取り組んだ檄を届け、連帯の輪が広がりました。 

  弁護士からのコメント（要旨） 

 管理者が述べている「ハラスメントのつもりはなかった」「鼓舞するつ

もりだからハラスメントではない」は全く誤り。事実上のパワハラ容

認。会社が行った絶対許せないような行為を容認した意味を持つ。 

 決定的なのは懲罰的な長期日勤教育を現実的に止めた事で、意義のあること。この現実を作れたのは、

「会社の非人間的な労務管理を許さない!」と原瀬さんと共に組合の皆さんが協力して声を上げたから。 

 会社にブレーキをかける、社員への非人間的な管理を抑止するには、管理者が仲間に対し

不合理なひどい対応をすれば断固たたかうという姿勢を見せる事が一番の防御策。 

 「管理者からパワハラを受けた」と言われたら、普通は被害を受けた社員にも話を聞く。 

厚労省の指針があり、「パワハラを受けた」と相談を受けた時の対応として書いてある。 
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第２８８号               ＪＲ東労組大宮地本          ２０２５年１月１日（４） 

問題：以下の各問題の□に入る漢字一文字を入れて四字熟語を完成

させ、答えを番号順に並べ、下線部の文章を完成させて下さい 

 問題① 

□致団結 
意味：（多くの人が心を一つにして協力し合い、共通の目

的を達成するために集団や組織をつくること） 

 問題② 

波瀾□丈 
意味：（変化が激しく劇的であるさま。波瀾はごたごた、

もめごと。また、単調でなく複雑に変化すること） 

 問題③ 

十□十色 
意味：（好み・考え・性格等が、人によりそれぞれ違うこと） 

 

JR 東労組は①□②□③□組織をめざします！ 

答えがわかった方はプレゼント応募券に

必要事項を記入し、２月７日（金）までに大

宮地本までご持参またはご郵送下さい。 

郵送の場合は応募券をハガキに貼付

け、ご住所・電話番号をご記入下さい。 

郵送先：〒３３０－０８５３ 

埼玉県さいたま市大宮区錦町４２７ 

応募対象者：組合員・ＯＢ組合員・家族（同居の場合のみ） 
※一人一枚までの応募とさせて頂きます 

※コピーでの応募も可能です 

プレゼントの抽選は２月１２日に行い、当選

者はＯＭＩＹＡ ＮＥＷＳにて発表します。 

 ホテル聚楽ペア宿泊券 

 豪華カタログギフト 

 特選食品ギフトセット 

 すみっこ商店紬うどんセット 

 すみっこ商店人気商品セット 

 Ａｍａｚｏｎギフト券 

 鉄道ファミリー特選ギフトセット 

（鉄道ファミリー提供） 

１組 

３名 

６名 

１０名 

７名 

１０名 

３名 

新年お年玉クイズ 

プレゼント応募券 

分 会 名       

組合員名       

応募者名       

続 柄       

答え 

ＪＲ東労組は①□②□③□ 

組織をめざします！ 
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